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宮崎県門川町庵川東入り江で採集されたトウガタガイ科貝類
–キンランホソクチキレ –

三浦知之・三浦　渚

〒 880–0035　宮崎市下北方町

Abstract
　A pyramidellid mollusk species was recorded from 
Iorigawa inlet, Southern Kyushu, Japan: Syrnola 
serotina A. Adams, 1863. This species and two others: 
Syrnola cinctella A. Adams, 1860 and S. subcinctella 
Nomura, 1936 are characterized by a very clear narrow 
brown band on the base of each whorl. The newly 
recorded species has an additional broad light brown 
color band on the center of the whorl and differs from 
the others.

はじめに
宮崎県と鹿児島県を含む南九州の沿岸や海岸

の底生生物を調査し，多様性の高いトウガタガイ
科貝類を記録している．前報（三浦，2025a, b）
に続き，本稿では宮崎県門川町のアマモ場に生息
する Syrnola 属の 1 種キンランホソクチキレを報
告する．

材料と方法
材料は，宮崎県門川町庵川東入り江のアマモ

場で 2009 年 7 月から 2022 年 8 月に海底の泥を 1 

mm メッシュで篩って採集した．得られた標本は
生きた状態で持ち帰って，可能な限り生体の軟体
部を解剖顕微鏡下で観察した．必要に応じ，超音
波洗浄機を用いて付着物を除き，70％ Alcohol に
保存して，殻の形態を観察した．なお，外唇肋の
有無に違いがある材料を分けて示した．また，内
面螺肋を観察するため，一部の標本の外殻を割断
した．

トウガタガイ科 Pyramidellidae Gray, 1840

Turbonillinae Bronn, 1849 

Syrnola A. Adams, 1860

キンランホソクチキレ Syrnola serotina A. Adams, 

1863（Figs. 1 & 2 ）
Syrnola serotina A. Adams, 1863, p. 234; Melvill, 

1910, p. 175；肥後・後藤．1993. p. 128. fig. G4493.

Syrnola susakiensis Nomura, 1939, p. 134, pl. 9, 

fig. 23.

キンランホソクチキレ　堀，2017, p. 1108, pl. 

411. fig. 4 as Syrnola susakiensis Nomura, 1939.

ホソクチキレ　成ヶ島探見の会，2023, p. 20，図
107E as Syrnola cinctella A. Adams, 1860.

? (partim) ヤセクチキレ　堀，2017, p. 1108, pl. 

411. fig. 3 as Syrnola serotina A. Adams, 1860.

? (partim) コホソクチキレ　堀，1996, pp. 149–

150, figs. 21–22 as Syrnola cinctella A. Adams, 

1860.

採集記録　外唇肋を備える個体（Fig.1）：2009

年 7 月 4 日宮崎県門川町庵川東入り江ウミヒルモ
場（1）；2010 年 4 月 29 日同所（2）；2010 年 7 月
24 日同所（1 死殻）；2011 年 5 月 4 日同ウミヒル
モ場（1 死殻）；2018 年 6 月 14 日同アマモ場（1）；
2019 年 6 月 17 日同ウミヒルモ場（5）；2019 年 7

月 4 日 同 所（1）；2019 年 8 月 28 日 同 所（2）；
2020 年 6 月 21 日同入り江中央アマモ・コアマモ
境界域（1）；2020 年 7 月 21 日同西側漁港前水路

（1）；2020 年 8 月 19 日同所（5）.

外唇肋を確認できない個体（Fig.2）： 2010 年 4
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月 29 日宮崎県門川町庵川東入り江ウミヒルモ場
（3）；2010 年 5 月 16 日同所（2）；2010 年 7 月 24

日コアマモ場（1）；2011 年 5 月 4 日同ウミヒル
モ場（2）；2020 年 5 月 7 日同所水路沖側（4）；
2020 年 6 月 7 日同ウミヒルモ場（3）；2020 年 6

月 21 日同アマモ場横水路（1）；2020 年 7 月 21

日同西側漁港前水路（4）；2022 年 6 月 2 日同所（2）；
2022 年 8 月 12 日同所（1）；同ウミヒルモ場（2）；
2023 年 4 月 22 日同コアマモ場（2）；20243 年 4

月 10 日同ウミヒルモ場（3）.

形態・分布・生態　庵川東入り江から得られ
た最大の個体は，殻高 7.7 mm，殻径 1.9 mm であっ
た（Fig. 1F, 2019.06.17 の左端個体）．胎殻は 2 層で，
第 1 層の端が後生層に埋まり，108–115° 異旋す
る（Fig. 1C）．後生殻は最高 10 層で，殻頂に近い
各層の側縁は直線的で，体層と次体層を含む数層
ではやや膨らみ，丸みを帯びる．また，中型まで
の個体や殻口の欠けた死殻では全体が紡錘形にな

る（Figs. 1F & 2）．次体層では幅に対する高さが
54–64％で短い．体層は殻高の 36–40％，殻全体
に対する体層部分が大きく，目立つ．殻表は平滑
で光沢が強い（Fig. 1A）．縫合は V 字型に凹み，
肩が丸く，段差のある側縁になる．各層の殻表中
央に淡い赤褐色の幅広い色帯が 1 本あり，前後を
やや白い地色に挟まれ，周縁部には細く濃い赤褐
色帯が見られる（Fig. 1A）．殻底部にも幅広く薄
い赤褐帯と幅狭く濃い赤褐帯がある（Figs. 1A & 

D）．成長線はまれに粗い縦走痕を伴う．それ以
外の彫刻はない．軸壁は斜めでやや弱いが，明瞭
である．軸唇はせり出し，狭い臍孔のように見え
る．臍部周辺は白いことが多い．殻口は菱形に近
く，角張った印象を持つ（Fig. 1D）．殻口外唇内
面には明瞭さに多少の幅はあるが，観察角度に注
意すると白い 3–4 本の螺肋（外唇肋あるいは口蓋
歯）paraltal tooth を確認できるが，できない場合
もある，別種の可能性を考え，Figs.1 & 2 に分け

図 1．外唇肋の確認できるキンランホソクチキレ Syrnola serotina A. Adams, 1863. A. 2010 年 4 月 29 日に門川湾庵川東入で採集さ
れた個体；B. A と同時に採集されたやや小型の生貝軟体部背面；C. A の殻長部拡大図 ; D. A の殻口部（外唇肋が見やすい角
度から）；E. 2010 年 7 月 24 日採集個体の割った外殻外面と内面；F．採集日毎の庵川東入り江から得られた外唇肋の確認でき
た個体．スケールは，A, B および日付毎の採集標本の 1 mm を示す .

Fig. 1. Specimens with paratal ridges of Syrnola serotina A. Adams, 1863. A. Specien collected from Iorigawa inlet, Kadogawa Bay, on April 
29, 2010, ventral view; B. Enlarged head region of a living specimen collected from the same site on May 7, 2020, dorsal view; C. Enlarged 
protoconch of the specimen A, two different angles; D. Internal ribs on crashed shell of the specimen collected on July 24, 2010, outer and 
inner surfaces; F. Examined specimens with sampling date from Iorigawa inlet, ventral view. Scales for A, B & dated specimens = 1 mm.
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たが，最終的に同種と判断した．外唇肋の延長は
貝殻内面全体に連続し，3–4 本の内肋 internal keel

となる（Fig. 1E）．
軟体部は白色で，頭部触角はやや広い三角形

で中央が高く，その両側に翼状に張り出す．触角
基部の大きく丸い眼は，眼 3.5 個分離れて位置す
る（Fig. 1B）．軟体部に白色腺状の斑紋は少なく，
半透明で白く均質な触角，口吻基盤および腹足が
確認される．口吻基盤は細長く延び，先端がやや
広く，中央に明瞭な窪みがある．腹足は前縁の角
が丸い．

本種を含むホソクチキレ属 Syrnola A. Adams, 

1860 は約 200 種を含むトウガタガイ科の大きな
グループであり（WoRMS, 2025），なめらかな殻表，
90–135° 異旋する原核および明瞭な軸壁をそなえ
ることが特徴とされ，軸壁を欠く Eulimella Forbes 

& M'Andrew, 1846 属などと区別される（Peñas & 

Rolán, 2016）．ホソクチキレ属とされるトウガタ
ガイ類は国内に 20 種以上報告されているが，未
だ整理されていないため，複数の属に分けられる
可能性も高い（WoRMS, 2025 など）．

キンランホソクチキレは小笠原諸島父島から
得られた死殻が Syrnola susakiensis Nomura (1939）
として記載され，堀（2017）により和名が付けら
れ た． 原 記 載 の 形 態 に 近 い 死 殻 標 本（Fig.2C, 

2011.05.04 の右端）では殻口が欠損して，外殻全
体が紡錘形に見える．また，肥後・後藤（1993）
により S. serotina A. Adams, 1863 のホロタイプが
撮影され，殻形態がより判然としたことから，S. 

susakiensis が本種のシノニムであると判断され

た．ただし，和名については広く知られ，多種を
含んでいる可能性のあるヤセクチキレとの混同を
避けるため，あえてキンランホソクチキレを採用
した．

今回得られた生貝標本（Figs. 1F & 2C）は，大
きな体層の丸みが際立つ．キンランホソクチキレ，
ホソクチキレ Syrnola cinctella A. Adams, 1860, コ
ホソクチキレ S. subcinctella Nomura, 1936，ヤセ
クチキレ（複数種を含む可能性のある形態上の
Operational Taxonomic Unit として）の 4 種は，周
縁部に細い赤褐色帯を備え，細長い紡錘形で，体
層が大きく丸みがある．キンランホソクチキレで
は各層中央の幅広い黄橙色の螺帯が目立ち，殻全
体が染まっているように見えることもあり，ホロ
タイプの写真とも一致するため，各層の中央が白
い上記の他 3 種とは区別される．

キンランホソクチキレの外殻内面に現れる内
肋は，殻を割って確認した全ての標本で観察され
た．しかし，その延長と思われる殻口部の外唇肋
は確認が難しく，確認できない場合もあり，個体
変異と判断し，当初分けていた標本リストをその
ま ま 掲 載 し た． 外 唇 肋 を 持 つ こ と か ら，
Tyberusyrnola Laws, 1937 属とされる場合もあるが

（WoRMS, 2025），個体変異もあり，ここでは採用
しなかった．宮崎県門川町の庵川東入り江のアマ
モ場周辺では本種を含む複数種が採集されてお
り，今後，その詳細を明らかにしたいと考える．

Syrnola 属の分類で重要な前報（三浦，2025b）
で謝辞の部分が欠落していたため，ここに再掲す
る．ククリクチキレの和名と同定に関して重要な
文献である吉良哲明（1946）の関連ページ入手に
あたっては，大阪市立自然史博物館および同館学
芸員石田惣博士に多大なご助力をいただき，ここ
に深く謝意を表する．
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